
石
を
以
て
一

一山
に
訟
は
れ
、
封
土
も
略
完
全
に
保
存

せ
ら
れ
る
。
こ
の
外
、
同
名
の
耐
駐
は
邑
知
院
問
弁
・

期
松
庄
宿
女
に
も
あ
っ
て
‘
比
百
式
駐
介
る
こ
と
を
主

閉
山
し
て
ゐ
る
。

シ
ヒ
ハ
ツ
プ
ラ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
縫
菜
園
比
障
紳

社

羽
咋
郡
図
引
に
鎮
座
す
る
。
宮
枇
の
拝
殿
は
、

明
治
六
年
妙
成
寺
の
積
一
岬
堂
〈
今
岡
貸
〉
の
奔
殿
を
談

受
け
て
砂
摂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
修
補
せ
ら
れ
た

部
分
が
多
い
。

シ
ヒ
ハ
ラ
イ
チ
ダ
ユ
ウ
椎
原
市
太
夫

江
戸
の

人
。
術
企
の
技
を
清
水
源
四
郎
に
怨
び
‘
正
保
の
頃

金
相
仰
に
来
た
。
加
賀
印
刷
山
中
で
は
、
市
太
夫
の
製
作

し
た
も
の
が
最
も
俊
秀
と
い
は
れ
る
。
市
太
夫
の
長

子
際
政
策
を
磁
い
で
ま
た
市
太
夫
と
い
ひ
、
次
子
友

之
法
、
一
=
子
市
之
恭
共
に
良
工
で
あ
っ
た
。

シ
ヒ
ハ
ラ
カ
メ
ノ
ジ
ヨ
ウ
椎
原
宿
之
丞

金
却

の
時
給
制
で
、
秘
命
腕
M

と
蹴
し
た
o
w
H
政
・文
化
の
肢

の
人
。

土
佐
波
及
び
狩
野
僚
の
踏
を
良
一
ぴ
、
終
身
無

裂
に
し
て
哨
技
術
を
楽
し
み
、
そ
の
作
多
〈
金
銀

を
悶
ひ
る
こ
と
な
〈
、
漆
部
に
よ
っ
て
妙
趣
を
制
し

た。
シ
フ

詩
賦

三
〉
加
賀
山
師

l
前
旧
綱
紀
の
初
期

に
苧
る
ま
で
の
時
賦
は
、
鎌
倉

・
室
町
の
持
偲
の
如

〈
、
徒
に
裂
を
既
き
空
に
馳
せ
て
、
幽
梢
妙
趣
の
そ

の
聞
に
認
む
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
。

小
抑剛
造
事

・

訟
永
昌
一
ニ
・平
岩
仙
経
・期
間
宗
監
・奥
村
郎
総
・奥
村

忘
却
等
皆
こ
れ
で
あ
る
。
唯
五
十
川
剛
伯
の
み
は
才

梨

4
制問
、
そ
の
作
清
新
に
し
て
雄
館
、
貨
に
一
代
の

選
た
る
に
耽
ぢ
な
い
。
在
京
の
儒
木
下
順
路
も
亦
祭

悶
該
問
、
そ
の
文
を
作
。
持
を
賦
す
る
沼
毘
卯
勉
、

底
剥
を
鼓
吹
し
て
一
大
革
新
を
指
し
、
室
初
出
掛
も
之

に
息
ん
で
、
問
問
賦
の
巧
妙
前
後
に
多
く
比
を
見
ざ
る

に
烹
っ
た
。
耐
し
て
柏
崎
誕
の
門
に
出
て
白
鳳
で
あ
っ

シ
ヒ
ー
ー
シ
フ

た
誌
を
大
地
昌
吉
田
と
し
‘
日
誌
の
同
窓
小
瀬
良
正
の

詩
も
亦
絢
湖
、
判
的
に
新
井
白
石
の
推
氏
す
る
所
で
あ

っ
た
。
同
時
に
伊
間
開
始
之
が
あ
っ
て
文
砕
を
能
く

し
、
話
て
mw
容
と
郎
酬
し
た
降
、
彼
を
し
て
一
唱
三

嘆
せ
し
め
た
と
い
ふ
。
読
し
抗
十
川
剛
伯

・
室
鳩
山
県

の
後
を
承
け
て
、
+
部
副
酬
を
金
械
の
詞
刷
出
に
樹
て
た
も

の
は
良
正・
祐
之
で
あ
っ
た
。
同
時
に
附
老
木
多
政

敏
が
あ
り
、
飼
町
出
自
治
、
努
め
て
消
京
、
新
尖
の
文
字

を
用
ひ
て
奇
巧
を
椛
へ
、
文
政
前
後
加
制
H
盟
仙
の
詩
人

が
宋
元
の
栴
測
に
走
る
の
先
腐
や
成
し
た
。
印
刷
川
の

頃
の
深
山
安
良
は
、
班
此
(キ一
山
間
ば
ず
、
力
め
て
胎
露

間
蹄
.
朱
明
の
約
調
を
m
盟
関
し
た
。
一
時
前
盟
苑
の
士

之
に
限
き
、
都
民
お
に
一
内
経
し
た
。
文
凶
卿
円
相
山
級

建
が
あ
り
、
時
川
級
朗
自
、
時
賦
老
昔
、
附
明
二
淵
に

私
淑
し
、常
に
納
入
部
容
を
そ
の
乾
々
彼
上
に
合
し
、

降
鐙
自
ら
牛
耳
を
執

h
、
刷
出究
給開
H

・
船
山
政
砲
・

不
磁
波
明

・
巾
凶
向
民
・
乾
始
直
等
、
佐
こ
t
h

に
経

を
殺
せ
て
相
意
智
し
た
。
路
建
前
世
し
て
後
詩
血
を
鑓

い
だ
も
の
に
、
抗
批
谷
売
・林
民
間
守
-
一
三
子
が
あ
っ
て
、

暁
底
の
枯
刷
出
と
宋
泊
の
新
工
と
や
ι
明
白
め
た
が
、
こ
の

聞
に
躍
し
て
獅
俗
流
に
阿
ら
ず
、
同
日
ぽ
の
梓
匹
前
を
源

相
と
す
る
も
の
は
広
m
m
M川
で
あ
っ
た
。
荒
川
の
詩

文
、
相
出
に
央
政
を
脇
使
し
拍
凶
約
者
以
開
削
し
て
博
宏
を

街
ふ
の
風
は
あ
る
が
、
保
理
暢
述
、
微
世
訴
き
制
を

穿
つ
に
去
っ
て
は
前
後
に
そ
の
比
を
見
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
。
大
地
昌
吉
の
向
孫
恕
知
大
地
文
貨
も
快
泌
酒

に
し
て
詩
情
引
を
好
み
、
そ
の
江
郡
に
在
る
の
日
市
川

見
知
・大
包
帯
仰
・菊
池
玩
山
等
と
訂

m往
来
し
た
。

祭
閥
・
文
貸
の
凶
年
は
、
明
倫
鉱
山
仙
怨
の
最

4
除問問

を
緩
め
た
時
代
で
、
即
刻
儒
者
な
る
も
の
椅
々
と
し

て
多
士
で
あ
っ
た
が
、
説付
賦
文
蛍
の
業
は
却
b
て
往

日
に
比
し
て
微
々
と
し
て
桜
は
ず
、
鍛
か
に
一
総
の

命
豚
を
白
紙
持
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
る
に
文
政

六
・七
年
の
切
か
ら
滞
米
に
張
る
ま
で
、
作
詩
に
熱

中
す
る
大
夫
・
士
際
人
俄
然
と
し
て
諮
出
し
、
唱
酬

附
刊
和
市
川
日
な
〈
、
所
前
小
集
掛
川
曾
な
る
も
の
相
接
約

し
た
。
そ
の
作
凡
服
に
し
て
見
る
べ
き
も
の
少
か
っ

た
と
は
い
へ
、
此
〈
の
如
き
働
運
を
生
む
に
主
っ
た

所
以
は
、
口
に
大
経
締
仰
の
鼓
吹
に
よ
っ
た
の
で
あ

る
。
詩
仰
は
文
化
・文
政
を
国
路
と
し
て
、
定
夫
兇

鴨
川
も
そ
の
名
を
知
ら
ざ
る
こ
と
な
き
踏
家
で
あ
っ
た

が
、
塗
に
山刊
行
酬
を
思
ひ
放
ち
、
文
政
四
年
江
戸
を

漉
し
て
、九
月
金
仰
に
入
り
巾
村
容
山
の
家
に
釘
し
、

受
年
容
を
以
て
断
っ
た
。
そ
の
聞
殆
ど
牢
段
、
明
倫

wM文
引
に
は
林
球
・渡
訟
契
・検
問
臨
卿
・長
引
覚
卿
・

限
阪
之
一作
・
下
村
宗
兵
衛
、
大
夫
士
λ
に
は
統
山
陵

孝
・榊
限
守山内
・附
島
崎
川
遊
等
と
共
に
吟
佐
川
に
日
を
怠

っ
た
が
、
何
れ
も
先
生
と
館
構
し
、
民
間
最
闘
す
ら

そ
の
膝
下
に
低
制
し
た
。
今
時
仰
門
下
の
主
な
る
も

の
そ
敏
へ
る
に
、
多
々
縦
商
品
・
組
制
的
山
・野
村
空

翠
・伊
際
牢
仙
・
村
静
岡
州
銭
m
'X
鴨
川
富
阻
脊
資
・申

村
恕
山
・山川川
川
州明敏
・木
谷
腕
山・
管
制
抑
制
抑
・長
崎
沼

紛
・
木
村
旋
門γ
・
伊
際
儲
滋
・
寄
林
防
総
陰
・
谷
川
認

知
・大
升
掬

H
・
島
野
巴
堂
・森
恒
例
・
引
上
京
、
民
・松

山
了
間
V

・武
際
的
卒
、
仙
川
痴
正
・九
泉
・玄
天
・明
抑
閉す

百
数
十
人
の
多
き
に
及
ん
だ
。
同
七
年
部
仰
の
再
び

金
持
に
来
る
や
、
主
と
し
て
野
村
窪
田
曜
の
家
に
身
を

許
せ
、
終
に
去
っ
て
仰
を
秋

m諸
に
鶴
い
た
。
耐
し

て
時
仰
が
感
化
力
の
及
ん
だ
折
、
治
時
時
人
の
作
何

れ
も
平
淡
鉦
味
に
陥
る
を
兎
れ
ず
.
務
風
録
に
一一
一銭

し
た
。
前
仰
の
勢
力
は
、
そ
の
去
っ
た
後
も
向
牢
乎

と
し
て
放
〈
べ
か
ら
ず
、逢
に
大
島
桃
年
を
し
て
、
結

殺
の
敬
脊
が
専
ら
綬
師
聞
の
削
訟
に
あ
る
を
以
て
、
窓

生
皆
一
一
剥
の
小
品
文
・
一
首
の

短
符
す
ら
作
る
の
紘

憾
な
き
そ
慨
し
、
天
保
入
年
収
一見
を
上
っ
て
そ
の
必

聞
出
荷
続
い
た
が
、
尽
聞
は
之
を
採
用
す
る
の
不
可
な

• 
る
所
以
を
建
言
し
た
。
し
か
も
、
幾
〈
も
な
〈
持
賦

が
棒
銀
の

一
科
目
と
し
て
探
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ

と
は
、
務
宋
即
日
士
の
詩
集
中
に
、
明
倫
蛍
烈
川
刊
と
註

犯
し
た
も
の
、
佐
々
存
在
す
る
を
以
て
之
を
知
ら
れ

る
。
滋
時
奥
村
策
武
・
奥
村
惇
叙
相
緩
い
で
尽
校
総

務
行
と
な
り
、
縫
製
の
傍
ら
前
文
を
弄
し
た
が
、
そ

の
作
信
仰
見
る
に
足
ら
ず
、
寺
町
町
政

・
上

m
w亦
円
?

を
好
ん
で
終
梯の品目制
に
長
じ
た
が
、
蹄
賦
は
そ
の
本

領
で
な
か
っ
た
。
そ
の
他
滞
末
の
室
速
に
貢
献
し
た

人
は
多
い
が
、
待
。
骨
文
人
と
回
す
べ
き
も
の
辿
だ
少

い
。
た
ど
こ
の
聞
に
立
っ
て
異
彩
を
政
つ
も
の
に
有

磁
千
秋
模
範
・
亥
判
永
山
政
時
二
人
が
あ
っ
た
山
み

で
あ
る
。
際
胞
は
昌
平
震
に
烈
ん
で
最
も
待
問
叫
に
投

じ
、
後
滞
の
爪
嗣
前
開閉眠間引
の
師
と
な
り
、
政
時
は

安
曲
目
良
質
の
門
か
ら
出
て
明
倫
営
の
敬
峨
に
問
。
、

文
節
岱
胎
亦
時
抗
に
一

開
地
を
扱
い
た
。
更
に
陸
中

の
人
凡
山
杏
放
が
本
山附に
日
へ
る
に
京
つ
て
は
、
胸

中
間
臣
勃
の
気
を
渡
部
す
る
に
組
依
洗
拙
酬
の
文
竿
や
以

て
し
、
自
然
を
艶
慌
の
銃
臨
に
崩
使
し
て
、
時
人
心

面
目
を
制
如
た
ら
し
め
た
。

こ
れ
ば
に
務
末
の
第
一

人
者
を
以
て
推
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
踊
っ
て
日
時

の
来
向
者
に
し
て
、
そ
の
彫
師
耐を
町
村
界
に
奥
へ
た
も

の
に
、
能
菅
に
探
勝
し
た
凱
山
総
と
、
大
限
寺
に
川
川

島
し
た
貰
名
萄
と
が
あ
っ
た
。
共
に
時
停
の
日
芸
く

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
感
化
を
懇
苑
の
一
部
に
及
ぼ

し
た
も
の
が
あ
ら
う
。
殊
に
政
経
の附刷
、
劉
利
一
枚
が

以
後
か
ら
来
て
、
金
棒
の
問
国
間
洲
崎
紛
の
家
に
節
す

る
こ
と
四
，月
、
そ
の
削
官
茶
山
の
怖
に
よ
っ
て
仰

際
の
作
法
を
諮
じ
た
如
き
は
、
務
祭
に
YH献
す
る
所

最
も
多
大
で
あ
っ
た
ら
う
が
、下
っ
て
明
治
と
た
り
、

経
艇
と
共
に
泌
時
の
続
行

一
時
に
袋
へ
、品川
か
に
そ

の
生
涯
の
大
郎
分
を
斯
文
に
委
ね
た
人
士
の
み
‘
三

五
明
曾
し
て
文
を
作
り
持
を
賦
し
、
以
て
一
時
の
也

七


